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第１章 総説 
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Ⅰ 食肉衛生検査所の沿革 

  

食肉衛生行政の発足は、明治４年屠牛取締法を定める大蔵省布達 38号によって始まり、明治 22年６

月に屠獣場取締規則の施行によって警察の行政下に置かれた。その後、明治 39年４月、屠場法が制定公

布されて以来、と畜検査の具体的な取締りが行われるようになり、さらに大正２年５月には「と畜検査

心得」が示され実践的な現場検査はこれに基づき実施されてきた。 

 また、昭和 22年９月からは新憲法の基本理念に基づいて衛生行政機構の改善と強化が図られ、その一

環として保健所の行政組織下に置かれた。 

 昭和 28年には社会情勢に対応するため法律の全面改正により、と畜場法が制定公布され今日に至って

いる。 

 昭和 30～40年代、食肉および食肉製品の急激な需要増加に伴って畜産経営の形態も多頭飼育に移行し、

家畜疾病の様相も多岐にわたってきた。これら疾病に対する予防や治療の技術も昨今はめざましい進歩

を遂げ、抗生物質・合成抗菌剤等の動物用医薬品などの使用も目立ってきたことから、これらに対応す

る食肉検査には、新しい知識と高度な科学技術が要求され、その専門の検査機関として全国的に食肉衛

生検査所が設立される趨勢となった。 

 本県においては、と畜場統合整備計画が昭和 42年に制定され、県議会をはじめ関係市町村、業界団体

等のご理解のもとに推進し、併せて県政発展計画の一環として食肉衛生検査所の設置計画を樹立し、昭

和 47年４月に松本に同検査所が設置され、その後、上田・飯田・長野とそれぞれ同検査所が設置された。 

 平成 27年３月に(株)長野県食肉公社飯田支社が閉鎖されたことに伴い、同年３月 31日をもって飯田

食肉衛生検査所は閉所された。 

令和３年４月１日に松本市が中核市に移行したことに伴い、松本市に権限が移譲されたため、同年３

月 31日をもって松本食肉衛生検査所は閉所された。 

令和３年３月 31日に佐久広域食肉流通センターが閉鎖されたことに伴い、同年３月 31日をもって上

田食肉衛生検査所は閉所された。 

 

 県内検査所の主な沿革 

昭和 47年４月 松本食肉衛生検査所を開所 

昭和 49年４月 上田食肉衛生検査所を開所 

昭和 52年４月 飯田食肉衛生検査所を開所 

昭和 55年４月 長野食肉衛生検査所を開所 

平成４年４月 上田食肉衛生検査所を課制とし、食鳥検査を開始 

平成 22年９月 上田食肉衛生検査所の食鳥検査を終了 

平成 27年３月 飯田食肉衛生検査所を閉所 

令和３年３月 松本食肉衛生検査所及び上田食肉衛生検査所を閉所 
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Ⅱ 食肉衛生検査所の概要 

 

 １ 組織機構 （令和６年４月１日現在） 

（長野県組織規則(昭和 44年 3月 31日規則第 16号) 第 2～3条、第 26条、第 145～146条） 

 

    長野県健康福祉部        健康福祉政策課 

     医療政策課 

             医師・看護人材確保対策課 

                        地域福祉課 

                  健康増進課 

                  国民健康保険室 

                  保健・疾病対策課 

                  感染症対策課 

                  介護支援課 

                  障がい者支援課 

食品・生活衛生課        長野食肉衛生検査所 

薬事管理課 

 

 

 ２ 施設の設置状況等  (令和６年度) 

 

検査所名 設置場所 設置年月日 敷地面積 建物総床面積 電話番号／Ｆａｘ 

長野食肉 

衛生検査所 長野市差出南 3‐2‐29 
昭和 55年 

4月 1日 

ｍ2 

991.0 

ｍ2 

468.54 

026‐227‐6209 

026‐291‐6300 

 

 

３ 管轄と畜場等 (令和６年度) 

 

(1) 管轄区域・と畜場 

検査所名 管 轄 区 域 と畜場名 住所・電話番号 

長野食肉 

衛生検査所 

県内全域 

（長野市、松本市を除く） 
㈱北信食肉センター 

中野市大字草間 461‐1 

0269‐22‐3250 
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(2) 配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱北信食肉センター 長野食肉衛生検査所 

松本市食肉衛生検査所 

㈱長野県食肉公社 

● 食肉衛生検査所 

〇 一般と畜場   
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(3) と畜場開場日                                 （令和６年度） 

(注) ○印＝開場日  

 

 

４ 職員構成                         （令和６年４月１日現在） 

総人数 所長 
次長 

(出納員) 

食肉衛生

専門員 

主任 

獣医師 
獣医師 

会計年度任用職員 

食肉衛生 

検査員 

行政 

事務員 

と畜検査 

補助員 

18 １ １ １ ３ ４ １ １ ６ 

 

 

５ 業務・事務 

(1) 業 務 

長野県長野食肉衛生検査所は、公衆衛生の向上及び増進を図るため、次の各号に掲げる業務を

行うところとする。(長野県組織規則第 145条) 

 ア と畜検査及びと畜場の指導に関すること。 

イ 食鳥検査及び食鳥処理場等の指導に関すること。 

ウ 輸入食肉の検査に関すること。 

エ  獣医衛生の検査に関すること。 

 

 

    (2)  長野県長野食肉衛生検査所長に委任された事務処理事項（事務処理規則別表第 2抜粋） 

   ○ 庶務に関すること。 

    ア 所掌に係わる予算執行 

    イ 庁舎その他の行政財産の管理及び庁中取締り 

    ウ 物品及び借受不動産の管理 

   ○ と畜に関する事項 

    ア と畜場法（昭和 28年法律第 114号）の規定に基づく次の事項 

(ア) 第 4条第 1項の規定によると畜場の設置の許可 

(イ) 第 4条第３項の規定による構造設備等の変更の届出の受理 

曜日 

と畜場名等 
月 火 水 木 金 土 

年間開場

日 数 
備考 

㈱北信食肉センター ○ ○ ○ ○ ○ － 248 － 
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(ウ) 第 5条第 2項の規定による獣畜の種類及び頭数の制限 

(エ) 第 7条第 6項(第 10条第 2項において準用する場合を含む。)の規定による衛生管理責

任者及び作業衛生責任者の届出の受理 

(オ) 第 12条第 1項の規定によると畜場の使用料及びとさつ解体料の額の許可 

(カ) 第 13条第 1項第 1号の規定によるとさつの届出の受理 

(キ) 第 13条第 3項の規定による取扱方法及び処理方法の指示 

(ク) 第 14条第 1項から第 3項(第 4項において準用する場合を含む。)までの規定による検

査 

(ケ) 第 14条第 4項の規定による検査を要しないものの認定 

(コ) 第 16条の規定によるとさつ解体の禁止等 

(サ) 第 17条第 1項の規定による報告の聴収等 

(シ) 第 18条第 1項の規定による許可の取消等 

(ス) 第 18条第 2項の規定による業務の停止の命令又はとさつ若しくは解体の禁止 

    イ と畜場法施行令の規定に基づく次の事項 

(ア) 第 4条第 2号の規定によると畜場以外でのとさつの許可 

(イ) 第 5条第 1項第 1号から第 3号までの規定による許可 

(ウ) 第 7条の規定による申請書の受理 

   ○ 食鳥に関する事項 

    ア 食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律(平成 2 年法律第 70 号)の規定に基づ      

く次の事項 

(ア) 第 3条の規定による食鳥処理の事業の許可 

(イ) 第 6条第 1項の規定による構造又は設備の変更の許可 

(ウ) 第 6条第 3項の規定による変更の届出の受理 

(エ) 第 7条第 2項の規定による地位の継承の届出の受理 

(オ) 第 8条又は第 9条の規定による許可の取消等 

(カ) 第 12条第 6項の規定による食鳥処理衛生管理者の届出の受理 

(キ) 第 13条の規定による解任命令 

(ク) 第 14条の規定による食鳥処理場の休廃止等の届出の受理 

(ケ) 第 15条第 1項から第 3項までの規定による検査 

(コ) 第 16条第 1項の規定による確認規程の認定 

(サ) 第 16条第 2項の規定による変更の認定 

(シ) 第 16条第 6項の規定による解任命令 

(ス) 第 16条第 7項の規定による報告の徴収 

(セ) 第 16条第 8項の規定による廃止の届出の受理 

(ソ) 第 16条第 9項の規定による指導及び助言 

(タ) 第 20条の規定による廃止等の措置 
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(チ) 第 37条の規定による報告の徴収 

(ツ) 第 38条第 1項の規定による立ち入り検査及び収去 

イ 食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律施行規則(平成2年厚生省令第40号)第32

条の規定による届出食肉販売業者の届出の受理 

○ 食品衛生に関する事項 

     食品衛生法の規定に基づく次の事項(と畜場及び食鳥処理場内の食肉に係るものに限      

る。) 

ア 第 28条第 1項の規定による報告の徴取並びに臨検検査及び物件の収去 

イ 第 59条の規定による廃棄処分、廃棄命令及び措置命令 

 

 

６ と畜等検査手数料                      （令和６年４月１日現在） 

牛・馬 豚 とく･生後1年未満の馬 生後1年以上のめん羊･山羊 生後1年未満のめん羊･山羊 食鳥 

700円 310円 300円 150円 80円 5円 
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７ 検査所平面図 

 

トイレ  



第 ２ 章　食肉検査統計 令和６年度

第 １ 表　と畜検査頭数（畜種・月） 　 　   長野食肉衛生検査所

単位：頭

馬 めん羊 山羊

総 数 と く １才 １才 豚 １才 １才 １才 １才
以上 未満 以上 未満 以上 未満

総 数 46,051 1,556 114 1,442 1 11 － 44,442 36 5 － －

4 月 3,698 151 11 140 1 3,542 4

5 月 3,640 103 6 97 1 3,533 3

6 月 3,135 86 7 79 1 3,042 6

7 月 3,495 161 14 147 1 3,328 5

8 月 3,330 102 10 92 1 2 3,224 1

9 月 3,308 106 17 89 3,199 3

10 月 4,112 128 10 118 1 3,981 2

11 月 3,823 184 12 172 1 3,635 1 2

12 月 4,201 232 5 227 1 3,967 1

1 月 4,006 80 6 74 1 3,922 2 1

2 月 4,055 96 8 88 1 3,956 2

3 月 5,248 127 8 119 5,113 6 2

令和５年度 48,905 1,484 112 1,372 1 12 47,335 52 21
　

令和４年度 54,437 1,699 167 1,532 2 16 52,643 59 18
　

牛
乳 用 肉 用
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　 　 　 　 　  令和６年度

単位：件

豚 丹 毒

じ

ん

麻

疹

型

関

節

炎

型

敗

血

症

型

心

内

膜

炎

型

46,051 39,447 － 1 － － － － － － － 1 20 14 1 1 16 4 － 35,968 702 2,719

正 常 9,379

禁  　止 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

全部廃棄 37 37 － 1 － － － － － － － － 20 14 1 － － 1 － － － －

一部廃棄 36,635 39,410 － － － － － － － － － 1 － － － 1 16 3 － 35,968 702 2,719

正 常 46

禁  　止 － －

全部廃棄 3 3 2 1

一部廃棄 1,507 2,079 1 11 1 1,471 15 580

正 常 －

禁  　止 － －

全部廃棄 － －

一部廃棄 1 2 1 1

正 常 2

禁  　止 － －

全部廃棄 － －

一部廃棄 9 9 8 1

正 常 9,305

禁  　止 － －

全部廃棄 34 34 1 20 12 1

一部廃棄 35,103 37,303 1 4 2 34,473 687 2,136

正 常 26

禁  　止 － －

全部廃棄 － －

一部廃棄 15 17 1 15 1

正 常 －

禁  　止 － －

全部廃棄 － －

一部廃棄 － －

正 常 9,805

禁  　止 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

全部廃棄 52 52 － 1 － － － － － － － － 22 24 1 － 1 － 3 － － －

一部廃棄 39,048 41,587 － － － － － － － － － 3 － － － 1 11 － － 38,456 556 2,560

正 常 14,721

禁  　止 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

全部廃棄 34 34 － － － － － － － － － － 13 17 1 － － － 3 － － －

一部廃棄 39,682 42,128 － － － － － 1 － － 1 8 － － － － 3 2 － 38,862 984 2,267

第 ２ 表　獣畜のとさつ解体禁止又は廃棄した件数（畜種・原因・処分方法別） 　　長野食肉衛生検査所

産

物

に

よ

る

汚

染

炎

症

又

は

炎

症

変

性

又

は

萎

縮

そ

の

他

黄

疸

水

腫

腫

瘍

牛

白

血

病

そ

の

他

の

寄

生

虫

病

膿

毒

症

敗

血

症

尿

毒

症

そ

の

他

の

細

菌

病

ト

キ

ソ

プ

ラ

ズ

マ

病

そ

の

他

の

原

虫

病

ジ

ス

ト

マ

病

総　数

実

頭

数

総

数

炭

疽

合
計

と
く

馬

令
和
４
年
度

豚

め
ん
羊

山
羊

令
和
５
年
度
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令和６年度

第 ３ 表　牛の主たる原因別一部廃棄処分の内訳 長野県長野食肉衛生検査所

単位：件

腎 炎 17

膀 胱 炎 ・ 尿 道 炎 270

口 腔 内 異 常 1 尿 石 症 354

胃 炎 679 子 宮 内 膜 炎 13

胃 潰 瘍 385 乳 房 炎 16

第１胃パラケラトージス 245 そ の 他 の 疾 病 2

鼓 脹 症 筋 ・ 皮 下 膿 瘍 13

食 滞 1 筋 炎 37

胃 拡 張 2 筋 ・ 腱 断 裂 3

小 腸 炎 625 関 節 炎 26

大 腸 炎 669 骨 膿 瘍

[ 腸 う っ 血 ] [2] 骨 折 2

肝 膿 瘍 66 脱 臼 5

鋸 屑 肝 101 蹄 炎

肝 包 膜 炎 66 そ の 他 の 炎 症 1

肝 炎 327 そ の 他 の 疾 病

肝 富 脈 斑 37 神経系 そ の 他 の 炎 症

退 色 肝 12 感覚器 そ の 他 の 炎 症 1

肝 う っ 血 ヘ ル ニ ア 1

胆 管 炎 ・ 胆 嚢 炎 3 そ の 他 の 奇 形 3

腹 膜 炎 5 放 線 菌 病

そ の 他 の 炎 症 そ の 他 の 細 菌 病

そ の 他 の 変 性 原 虫 病

そ の 他 の 疾 病 肝 蛭 症

心 内 膜 炎 1 そ の 他 の 吸 虫 症

物 質 沈 着 線 虫 症

心 内 膜 異 常 24 無 鉤 嚢 虫 症

心 外 膜 炎 25 そ の 他 の 条 虫 症 1

心 筋 炎 3 腫瘍 腫 瘍 1

心 筋 異 常 1 外傷 外 傷 27

脾 炎 水腫 水 腫 12

動 静 脈 炎 脂 肪 壊 死 172

リ ン パ 節 炎 9 黄 疸

そ の 他 の 変 性 色 素 沈 着 症 2

肺 膿 瘍 10 中 毒

肺 炎 132 難 産 1

水 腫 起 立 不 能 症 11

肺 気 腫 24 熱 ・ 日 射 病 1

胸 膜 炎 426 そ の 他 の 炎 症

横 隔 膜 炎 27 そ の 他 の 疾 病

そ の 他 の 炎 症

※　総数には、[　]印で示したと殺性変化等の件数は計上されていません。

呼
吸
器
系

総　　　　数
4,898

泌
尿
生
殖
器
系

消
化
器
系

運
動
器
系

奇
形

細
菌
病

寄
生
虫
病

循
環
器
系

そ
の
他
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令和６年度

第 ４ 表　豚の主たる原因別一部廃棄処分の内訳 長野県長野食肉衛生検査所

単位：件

腎 炎 63

膀 胱 炎 ・ 尿 道 炎 244

口 腔 内 異 常 子 宮 内 膜 炎 106

胃 炎 9 乳 房 炎 8

小 腸 炎 916 そ の 他 の 疾 病 188

腸 気 腫 46 筋 ・ 皮 下 膿 瘍 626

大 腸 炎 540 筋 炎 55

[ 腸 う っ 血 ] [146] 筋 ・ 腱 断 裂 2

肝 膿 瘍 16 関 節 炎 81

肝 結 節 5,355 骨 膿 瘍 19

肝 包 膜 炎 1,128 骨 折 23

肝 炎 1,216 脱 臼 2

退 色 肝 568 蹄 炎 2

肝 う っ 血 118 そ の 他 の 炎 症 18

胆 管 炎 ・ 胆 嚢 炎 そ の 他 の 疾 病

腹 膜 炎 579 神経系 そ の 他 の 炎 症

そ の 他 の 炎 症 13 感覚器 そ の 他 の 炎 症

そ の 他 の 変 性 ヘ ル ニ ア 276

そ の 他 の 疾 病 28 そ の 他 の 奇 形 247

心 内 膜 炎 4 放 線 菌 病

心 内 膜 異 常 126 そ の 他 の 細 菌 病

心 外 膜 炎 1,950
非定型抗酸
菌症 非 定 型 抗 酸 菌 症 1,099

心 筋 炎 5 原 虫 病

心 筋 異 常 2 吸 虫 症

脾 炎 12 線 虫 症

動 静 脈 炎 嚢 中 症

リ ン パ 節 炎 256 そ の 他 の 条 虫 症

そ の 他 の 変 性 腫瘍 腫 瘍 2

そ の 他 の 疾 病 21 外傷 外 傷 1,051

鼻 炎 水腫 水 腫 4

Ｍ Ｐ Ｓ 22,819 尾 咬 症 11

肺 膿 瘍 304 黄 疸 1

肺 炎 1,911 色 素 沈 着 症 3

胸 膜 肺 炎 370 中 毒

肺 気 腫 3 難 産

胸 膜 炎 13,531 起 立 不 能 症 75

横 隔 膜 炎 22 熱 ・ 日 射 病 1

そ の 他 の 炎 症 そ の 他 の 炎 症

そ の 他 の 疾 病 209

※　総数には、[　]印で示したと殺性変化等の件数は計上されていません。

総　　　数
56,284 泌

尿
生
殖
器
系

消
化
器
系

運
動
器
系

奇
形

循
環
器
系

細
菌
病

寄
生
虫
病

呼
吸
器
系

そ
の
他
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第 ５ 表　精密検査実施数（畜種・検査項目・疾病別） 令和６年度
長野食肉衛生検査所

（１）検査項目別 単位：頭（環境：件）

検
査
頭
数

の
べ
検
査
頭
数

血
液
一
般
検
査

（

レ
ビ
ー

ゲ
ル
検
査

を
含
む
）

細
菌
検
査

理
化
学
検
査

病
理
検
査

そ
の
他
の
検
査

牛 65 77 60 7 10

と　く

馬

豚 80 84 2 73 5 4

めん羊

山　羊

小計 145 161 62 80 15 4 －

牛 100 100 99 1

と　く

馬

豚 105 105 96 1 8

めん羊 1 1 1

山　羊

その他 8 8 8

小計 214 214 － 203 1 10 －

1 3 3

360 378 62 286 16 14

血液一般検査：レビーゲル、Ht、TP、血球計数などの一般的な検査
細菌検査：敗血症、膿毒症、豚丹毒などの細菌検査
理化学検査：尿毒症（BUN）、黄疸（T-Bil）などの測定
病理検査：腫瘍、水腫などの病理組織検査

合　　計

環　　境

と
畜
場
法
に
基
づ
く
検
査

調

査

研

究
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令和６年度

長野食肉衛生検査所

(2)　疾　病　別 単位：件

細　　菌　　学　　的　　検　　査 理　化　学　的　検　査  病  理  学  的　検  査

 総　数 100 (37) 31 (14) 44 (20) 7 (1) － (－) 7 (－) 7 (1) － (－) 2 (1) － (－) － (－) 2 (－)

牛 15 (3) 5 (2) 2 4 4 (1)

 と　く － (－)

馬 － (－)

豚 85 (34) 26 (12) 42 (20) 7 (1) 3 3 2 (1) 2

 めん羊 － (－)

 山　羊 － (－)

(  )の数字は禁止又は廃棄した頭数（内書）

そ

の

他

そ

の

他

黄

疸

尿

毒

症

そ

の

他

腫

瘍

白

血

病

総

数

敗

血

症

膿

毒

症

豚

丹

毒

ト

キ

ソ

プ

ラ

ズ

マ

病
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令和６年度

第 ６ 表　動物用医薬品等の残留検査実施状況　（畜種・検査項目別） 長野食肉衛生検査所

単位：件

総　数
乳　牛
繁　殖

乳　牛
肥　育

肉　牛
繁　殖

肉　牛
肥　育

とく 馬
豚

繁 殖
豚

肥 育
めん羊 山羊 食鳥

抗 検　 査 　頭 　数 144 41 22 11 70

病 菌 検体数 簡 易 ※ １ 147 41 24 12 70

性 定性･定量 2 1 1

物 腎 4 1 1 1 1

畜 質 陽性数 筋 肉 1 1

そ の 他 －

抗 検　 査 　頭 　数 52 1 12 3 36

モ 菌 検体数 簡 易 ※ １ 67 1 15 5 46

ニ 性 定性･定量 －

タ 物 腎 －

リ 質 陽性数 筋 肉 －

ン そ の 他 －

グ そ 検　 査 　頭 　数 －

の

他 陽　　  性 　　数 －

検  査  頭  数  合  計 196 42 － － 34 － － 14 106 － － －

－

処 抗 －

　 菌 －

分 性 －

　 物 －

質 －

頭 －

－

数 そ　　　の　　　他 －

合　　　　　　　計 － － － － － － － － － － － －

5 検査頭数 192 44 － 1 24 － － 13 107 3 － －

年 処分頭数 －

度 全部廃棄頭数※２ －

※１：直接ディスク法を含む

※２：処分頭数の内書

ペニシリン系

テトラサイクリン系

マクロライド系

その他

アミノグリコシド系

他の抗生物質

サルファ剤

他の合成抗菌剤
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令和６年度

第 ７ 表　時間外と畜検査頭数　（畜種・月別） 長野食肉衛生検査所

単位：頭

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

総   数 - (-) - (-) - (-) - (-) - (-) - (-) - (-) - (-) - (-) - (-) - (-) - (-) - (-) - (-) - (-)

肉用 - (-)

牛

乳用 - (-)

と　く - (-)

馬 - (-)

豚 - (-)

め ん 羊 - (-)

山　羊 - (-)

- (-)

- (-)

(  )内の数字は切迫と畜頭数（内書）

令和
４年度

総 数

令和５年度

令和４年度

令和
５年度
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令和６年度

第 ８ 表　伝達性海綿状脳症検査結果 長野食肉衛生検査所

単位：頭

総　数 － － － －

陰性数 － － － －

陽性数 － － － －

－ － － －

※２　生体検査において、削痩、被毛粗剛、脱毛、そう痒症、関節炎、異常行動、運動失調等の臨床症状を呈するめん羊・山羊

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

その他の
めん羊

ＴＳＥ疑いの

山羊※２
その他の

山羊

総数

牛 めん羊 山羊

症状を

呈する牛※１ その他の牛
ＴＳＥ疑いの

めん羊※２

ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査

確定診断　陽性数

※１　生体検査において、異常姿勢（犬座姿勢）、異常歩様（特に後肢運動失調）、頭を低くすること、障害物回避が困難になること、起立
不能等（事故による骨折、関節炎、熱射病等による起立不能等症状の原因が明らかな牛は除く。）の行動異常又は神経症状を呈する牛

－

－

－

－

－

－

－

－

－
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　　　　　　　　　　　　　   令和６年度

第 ９ 表　　動物由来感染症実態調査実施状況                   　　　　　　　　　　　　長野食肉衛生検査所

                           単位：件

検体数 陽性数 陽性の内容

枝肉 137 －

肝臓 32 －

腸内容物 32 －

牛 胆汁 25 2 Campylobacter jejuni (1)、Campylobacter coli (1)

食鳥 と体 8 1 Campylobacter jejuni (1)

環境 食鳥処理場内 3 －

牛 枝肉 35 －

豚 枝肉 100 －

食鳥 と体 8 －

環境 食鳥処理場内 3 －

食鳥 と体 8 －

環境 食鳥処理場内 3 －

394 3

黄色ブドウ球菌

　　　　　　　合　　計

※ 腸管出血性大腸菌は、O157、O26、O111を対象としたスクリーニング検査を行い、分離された菌株について、
　 血清型等を詳細に検査した。検体数は、延べ検体数。

検査項目

牛腸管出血性大腸菌※

カンピロバクター

サルモネラ属菌
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　　　　　　　　　令和６年度

第 10 表　外部検証実施状況 　　長野食肉衛生検査所

１　と畜場の衛生管理の実施状況の確認

２　微生物試験

（１）衛生指標菌を対象にした切除法を用いた試験

（２）衛生管理指導のための試験

３　衛生講話等

項　　　　　目 回　数（日　数） 延べ検査員数

現場での衛生管理の実施状況 244 248

衛　生　管　理　の　実　施　記　録 15 15

衛 生 管 理 計 画 及 び 手 順 書 8 8

採　　取　　部　　位 採材回数（日数） 検体数（頭数） 検査項目数

牛　枝　肉　の　表　面　組　織 12 60 120

豚　枝　肉　の　表　面　組　織 12 60 120

その他（　　　　　　　　　　） 0 0 0

区　　　　　分 採材回数（日数） 検　体　数 検査項目数

と体・枝肉等拭取り検査 1 3 3

設備・器具等拭取り検査 0 0 0

施　設　環　境　検　査 1 1 1

7 7 126

その他（　　　　　　　　　　） 0 0 0

実　　施　　回　　数 実　施　時　間　単　位 受　講　者　等　人　数
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第３章　食鳥検査統計

  第１表　認定小規模食鳥処理場確認状況 令和６年度

単位：件

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 　　　

4,159 4,089 3,625 4,348 4,737 4,916 7,277 4,729 6,417 6,110 5,817 4,367 60,591

生 体 の 状 況 廃 棄 1 1 2

全部廃棄 1 4 3 6 1 4 6 10 5 1 3 6 50

一部廃棄 2 2 5 2 1 1 2 15

体 壁 の 内 側 面 の 状 況 廃 棄 1 1 2

当該臓器のみ廃棄 1 1

内臓全部廃棄

全部廃棄 2 5 3 6 1 5 6 10 5 1 4 6 54

一部廃棄 2 2 5 2 2 1 2 16

1 1 2

処理場数については、休止中の処理場を含む。

依 頼 検 査 件 数

処 理 場 数

確 認 羽 数

異
常
の
有
無
の
確
認

体 表 の 状 況

内 臓 の 状 況

廃 棄 羽 数 の 合 計

施 設 指 導 件 数
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第 ４ 章　リスクコミュニケーション事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年度

第 1 表　リスクコミュニケーション事業実施状況 　　　　　　　　　　　　　長野食肉衛生検査所　　　　　　　　　　　　　

実 施 日 対 象 者 人 数

令和6年8月1日 一般 7

令和6年8月21日 学生 2

令和7年3月5日 学生 2

実 施 内 容

食品衛生親子体験事業「検査所業務説明、施設見学、検査業務の体
験、食中毒予防の学習」

獣医学生のインターンシップ受入れ（と畜検査業務見学）

獣医学生のインターンシップ受入れ（と畜検査業務見学）
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第 5章 調査研究業績 
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豚の類皮腫洞を疑った 1症例 

 

長野食肉衛生検査所 黒岩和雄 

 

１ はじめに 

類皮腫洞は、胎生期において、外胚葉由来の神経管と表皮との不完全分離が原因で生じる

先天性疾患で、一般に背側正中に発生し、重層扁平上皮で覆われ毛包、汗腺及び皮脂腺を含

んだ洞管が形成され、体表から腹側に向かい皮下組織へと達する。 

今回、と畜検査において肥育豚の腹部に内腔に毛が密生する穴を認める症例に遭遇し、

類皮腫洞を疑い病理学的な検索を行ったので、その概要を報告する。 

 

２ 材料および方法 

（１）材料 

畜種：豚 品種：雑種 

年齢：６か月齢 性別：不明 と畜年月日：令和６年 12 月 11 日 

健康畜として搬入された。 

生体検査時、内臓検査時に異常は認めなかった。 

枝肉検査時に右側腹部（大腿部前縁、背側正中から腹側へ約 15 ㎝）の皮下 

に直径３㎜程度の穴を認めた。 

穴の周囲の硬結した病変部を切除し検査材料とした。 

行政処分：一部廃棄 

 

（２）方法 

病変部について、10％中性緩衝ホルマリン液で固定後、定法により病理組織標本を

作成し、ヘマトキシリン・エオジン染色（以下、ＨＥ）を実施した。 

 

３ 成績 

（１）肉眼所見 

   
（図１）病変部 全容 左側が開口部    （図２）開口部 切開 

 内部は硬結で長さは約 10㎝        内部には茶色の毛が密生 
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（図３）断面               （図４）末端 

  管腔は境界明瞭な白色硬結な組織で      茶色の点のようになっていた 

囲まれていた 

 

（２）組織所見 

   

（図５）横断面（右が内側） ＨＥ×40 （図６）縦断面（右が内側） ＨＥ×40 

   正常な皮膚組織と同様の構造      角質層、顆粒層、有棘層及び真皮 

   

（図７）内側 強拡大 ＨＥ×400    （図８）真皮、脂肪組織 中拡大 ＨＥ×200 

  角質層、顆粒層、有棘層        毛根とアポクリン汗腺 

 

（３）診断 

 皮下の脂肪組織内に洞管を認め、長さは約 10㎝であった（図１）。内部には茶色の毛が
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密生しており（図２）、その周囲は白色硬結な組織（図３）で囲まれていた。 

病理組織検査を行ったところ、内腔は角化を伴う重層扁平上皮で覆われ（図 5、６、７）、

毛根や肝腺が認められ（図８）正常皮膚組織と同様で類皮腫洞の所見と一致していた。 

表皮は確認していないが、管腔内に貯留物が認められなかったことから、皮膚に開口し

ていたものと推察された。 

 また、洞管の端（図４）は、皮下組織内で終わっていたと考えられた。 

炎症性病変が確認されなかったことから、創傷や体毛の刺入など後天的な刺激によるも

のではないと考えられた。 

 これらのことから、一般的な類皮腫洞は背側正中に発生するが、今回の症例は右側腹部

に開口したものであり、非正中に開口したまれな類皮腫洞であると考えられた。 

 

４ まとめ及び考察 

類皮腫洞は、胚の発生時において、最初一層の外胚葉が表皮（将来の皮膚）と神経の領域が

分離し、神経領域が管状化すると同時に向かい合う表皮層（神経ひだ）が癒合する過程（神経管

閉鎖過程）で異常があると起こると考えられており、一般的には背正中に沿って存在することが

多いといわれている。 

獣医学では、皮下組織への侵襲度や皮膚開口部の存在によってⅠ～Ⅵ型（図９）に分類され

ている。Ⅰ型は棘上靭帯に接し、Ⅱ型はⅠ型よりも表層に位置しているが線維性帯により

棘上靭帯に付着する。Ⅲ型はより浅く棘上靭帯に接しない。Ⅳ型は最も深く、脊柱管に侵

襲して硬膜に接する。Ⅴ型（類皮囊腫・類皮嚢胞）は、表皮と神経管が交通せずに皮下に

嚢胞を形成する。Ⅵ型は、洞管が棘上靭帯まで達し、線維性帯が硬膜まで達しているもの

と分類される。また、解剖学的な部位により 3つのサブタイプに分類され、a は脊椎に関

連したもの、b は鼻梁を除いた頭部，c は鼻梁部に発生したものとされる。１）２）３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犬では様々なタイプの症例報告があり、好発犬種であるローデシアン・リッジバックは

遺伝性疾患であるとされ、シーズー、ヨークシャテリアなどの小型犬種での報告も多い。
１）２）３）また、猫では頭部、特に角膜、結膜、眼瞼の報告が、牛では頭部（角膜、結膜、眼

Ａ＝皮膚、Ｂ＝皮下組織、Ｃ＝筋組織、Ｄ＝棘上靭帯、Ｅ＝骨組織、Ｆ＝硬膜、Ｇ＝脊髄 

（図９）６種類のタイプの類皮腫洞の模式図 （参考文献３から引用） 
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瞼、舌、下顎）や頸部のⅤ型（類皮嚢胞）の報告がある。４）５） 

本症例は、この分類ではⅢａ型類皮腫洞と考えられるが、豚での報告は確認できなかっ

た。 

豚での発生報告がない理由として、本疾患は良性で、豚では発生頻度が低く、Ⅳ型やⅥ

型など脳や脊髄の髄膜に通じて運動機能異常や後躯不全麻痺などの神経症状を起こすよ

うな深部に達するものがなく、Ⅲ型で皮下組織までの浅い侵襲度で炎症等も起こすことも

少なく病変と認知されにくいこと、Ⅴ型は成長とともに嚢胞内に皮脂や体毛の充満や炎症

で肥大化するが６か月程度の肥育豚では肥大化しないこと、さらにと畜時には剥皮されて

しまい発見されにくいことが考えられた。 

 また本症例では、右側腹部という非正中に発生したものであるが、人での類似疾患であ

る先天性皮膚洞でも、非正中に開口する症例がいくつか報告されており、左側腹部に病変

が発生した事例の報告もある。６）その発生学的な機序についても、いくつかの仮説が報告

されており、神経ひだのずれが片側の非正中に病変を形成する可能性があるかもしれない

と述べていることから、今回の症例もこれに該当する可能性があった。 

今回遭遇した類皮腫洞は、どんな哺乳動物でも発生する可能性のある先天性で良性の疾

患であるが、豚での報告は確認できなかったこと、また、非正中の病変であったことから

極めてまれな症例であると思われた。ただ、と畜検査において剥皮後の枝肉検査での発見

のため、生体時の表皮の状況など不明な部分も多くあったことから、今後は同様事例の発

見時には詳細な確認を行うとともに、症例を蓄積し豚の類皮腫洞の把握に努めていきたい。 
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第６章　参考資料

単位：頭

肉用 乳用
平成

17 192,236 8,681 4,918 16 146 178,152 286 37
18 189,971 8,659 4,696 7 126 176,210 234 39
19 189,903 8,703 4,375 8 359 176,135 250 73
20 184,055 8,365 3,849 10 546 170,967 233 85

21 184,466 8,034 3,218 7 632 172,223 247 105
22 181,296 7,746 2,949 10 655 169,587 271 78
23 173,302 7,440 2,924 9 512 162,091 277 49
24 166,758 7,241 2,291 23 165 156,717 261 60
25 163,415 7,102 2,080 11 48 153,871 263 40

26 149,736 7,175 2,059 10 34 140,142 265 51
27 152,902 6,635 2,182 15 43 143,724 256 47
28 151,615 6,443 2,231 9 43 142,557 275 57
29 150,382 6,453 2,115 12 46 141,443 246 67
30 149,806 6,469 1,946 9 48 141,017 244 73

令和
元 129,437 6,083 1,818 10 39 121,144 274 69
2 140,697 5,958 1,662 10 47 132,712 267 41
3 56,307 1,527 140 1 15 54,563 61
4 54,437 1,532 167 2 16 52,643 77
5 48,905 1,372 112 1 12 47,335 73

6 46,051 1,442 114 1 11 44,442 41

豚 めん羊 山羊

Ⅰ　と畜検査頭数の推移

年次 総数
牛

とく 馬
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Ⅱ　廃棄処分頭数（全部・一部）の推移

全部 一部 全部 一部 全部 一部 全部 一部 全部 一部 全部 一部 全部 一部
平成
17 360 153,486 134 12,685 15 72 225 140,681 1 31 2
18 324 156,129 99 12,259 6 73 225 143,742 45 4
19 298 156,912 100 12,139 8 246 197 144,462 1 55 2
20 256 152,108 77 11,412 9 1 437 178 140,201 38 11

21 390 168,545 66 10,740 1 5 1 522 321 157,203 1 48 27
22 426 157,089 103 10,085 9 1 538 320 146,391 2 46 20
23 406 146,533 109 9,786 1 6 1 413 295 136,279 39 10
24 220 141,077 78 9,097 2 16 3 141 137 131,772 34 17
25 252 138,829 80 8,684 10 1 41 171 130,038 50 6

26 256 126,863 70 8,709 7 32 186 118,056 49 10
27 254 128,633 64 8,449 13 36 190 120,082 44 9
28 275 118,760 76 8,357 1 7 36 197 110,281 1 67 12
29 269 116,803 50 8,271 11 1 39 217 108,405 1 51 26
30 191 119,062 62 8,138 8 42 129 110,800 55 19

令和
元 186 105,014 46 7,698 1 8 33 138 97,191 1 59 25
2 222 115,050 82 7,346 1 7 35 137 107,591 2 64 7
3 46 46,598 8 1,597 1 14 38 44,975 11
4 34 39,682 4 1,628 1 12 30 38,024 17
5 52 39,048 8 1,415 1 8 42 37,597 2 27

6 37 36,635 3 1,507 1 9 34 35,103 15

単位：頭
とく牛総数

年次
山羊めん羊豚馬
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Ⅲ 長野県と畜場統廃合整備のあゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

○・・・一般と畜場 

×・・・廃止施設 

（ ）内は廃止年を示す 

瑞穂（昭和39年） 

飯山（昭和48年） 

㈱ 北信食肉センター 

㈱ 長野食肉公社 

（平成10年） 

須坂 （昭和46年） 

稲荷山（昭和38年） 

屋代 （昭和53年） 

㈱上田食肉センター 

（平成12年） 

小諸  （昭和57年） 

佐久広域 

食肉流通センター 

(令和３年) 

岩村田（昭和57年） 

臼田 （昭和57年） 

駒ヶ根 （昭和45年） 

大町 （昭和47年） 

豊科 （昭和46年） 

㈱ 長野食肉公社  

（平成27年４月合併） 

長野県畜産試験場 

畜産加工研究室（令和３年） 

大信畜産工業㈱ 

諏訪食肉センター 

    （昭和62年） 

岡谷 （昭和42年） 

木曽福島 （昭和46年） 

㈱上伊那食肉センター （昭和63年） 

大島 （昭和34年） 

大下条 （昭和34年） 

㈱ 長野食肉公社飯田支所 （平成27年） 

協和 （昭和36年） 


